
小林建設工業株式会社

若手技能者及び

新卒新規採用者の採用・育成・定着を

目的とする人材育成事業

活動期間：2019年4月～2020年3月

2020年10月22日

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
小林建設工業株式会社　活動報告をさせて頂きます。


活動のテーマは「若手技能者及び新卒新規採用者の採用・育成・定着を目的とする人材育成事業」です。



弊社は創業50年を超える建築物の「型枠工事」の専門工事業者です。
多くの建物を建造し、住みよい街づくりに貢献してまいりました。
若い世代に確かな技術を継承していくために「若手技能者」の育成にも力を入れています。




・月給制で新卒者・若年技能者を雇用・育成
労働三法を完備し技能工の社員化を確立

・毎年高卒求人し安定的に人材を確保
・現在外注班を含め30名程の技能工のうち勤続22年職長

を筆頭に社員技能者8名在籍

 30年前の職人の処遇
・日給制
・労働三法不備
・雇用不安定

将来の職人不足を
懸念

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30年前、職人は日給制が殆どで、なんの保証も無いのが普通でしたが、当時先代が将来の職人の減少を懸念し『これからは労働三法を完備し、安定的に人材を確保していくべき』として始めました。
しかし、当時としては先進的でしたが周りの反響は『いつ辞めるかわからない職人に社会保険を掛けるなんてもったいない』『経費が嵩む』など冷ややかでした。

弊社は30年前から新卒者・若年技能者を社員として月給制で雇用・育成してまいりました。
就業規則・給与規程を設け技能工の社員化を確立しました。

毎年ハローワークの説明会に参加、高校を訪問し新卒者の採用活動をしています。

今現在、外注班を含め30名程の型枠技能工が在籍しており、うち勤続20年以上の職長3名を筆頭に8名の社員技能者が
在籍しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
近年の入職者は毎年1名～3名ありましたが入職希望者が
1名も無い年もありました。早期離職率も高く、2017年度には
5名の採用となりましたが4ヶ月以内で全員退社というショッキングな出来事がありました。2018年度は入職希望者が無しと、将来に強い危機感を持ちました。

30年間、新卒者の採用活動をしてきましたが、なかなか定着
しないのが現実でした。
理由をいろいろと模索してきましたが育成方法・労働環境の厳しさや、処遇など問題は山積していました。



“若手入職者の減少及び
新卒新規採用者の定着率の低下“

“従来の実践と経験のみの
技能習得方法に限界”

“建設業及び型枠工事の認知度”

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
弊社も近年の建設業界と同様に若者の入職者の減少と定着率の低下が大きな問題となっていました。

一方で、
高校を訪問し進路指導担当教諭に会社説明をさせて頂く
過程で『建設現場は囲われた中なので良くわからない』と
ご意見を頂くことが多く、建設業界の仕組みや型枠工事
の内容が認識されていないのが現状でした。

また
建設業界は『見て覚えろ』というカルチャーが根強く残って
います。
この考え方は間違いではないと思いますが、いまの若者にはなかなか通用しない部分もあり型枠の面白さを知る前に脱落してしまうことも多いのです。また教える人によって、成長の度合いに差が出てしまうのも問題だと思います。

若者にものつくりの面白さを伝え、せっかく入職してきた新卒者に『やる気』を持たせ、従来より早いステップアップを図るべく
人材育成方法を検討しました。





新卒者・若年者に興味を持ってもらうためホーム
ページをスマートフォン対応に新たに作成

新卒者や若年者
に分かりやすい
ように仕事の流
れを写真で説明

採用情報では採
用メッセージや
Ｑ＆Ａなどを掲
載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで
弊社の従来のホームページはパソコン向けものでしたが、
前年度は1件の問い合わせも無かったこともあり、就職活動時などに新卒者や若年者に閲覧してもらえるようにスマートフォン対応に新たに作成しました。
また、誰からも分かりやすく興味を持ってもらうため概要・
作業の内容や『作業風景』及び施工事例を写真にて掲載
しました。
採用情報では募集要項だけでなく『採用メッセージ』や『採用Ｑ＆Ａ』なども掲載しています。




学生に分かりやすいパンフレットを作成し
高校訪問時に持参

継続的に雇用するため毎年
学校訪問を行い進路指導担
当教諭とのパイプを形成

採用情報ページに入社6年
目の若手社員のインタ
ビューを掲載

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新卒新規採用を安定的かつ継続的に行うために
型枠工事について分かりやすく作成したパンフレットを持参し毎年採用実績校を中心に高校を訪問して進路指導担当教諭とのパイプを形成しています。

パンフレットの中には学生に興味と親しみを持ってもらいやすいように入社6年目の若手社員技能者の働く姿の写真と共に
インタビューを掲載し、『ものつくりの面白さ』や仕事の
『やりがい』をアピールしています。




 入社後約２ヶ月間の社内研修

①『社会人の心得』
②型枠工事における使用工具及び資機材の取扱い・安全作業について
③『型枠工事マニュアル』のテキストを用いて

・座学並びに基礎からの実習及び実際の作業に沿った実習の教育訓練
・稼働中の現場作業にも研修として従事し、型枠の概要と実務を理解

させる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に
従来は入社後、２週間から１ヶ月程弊社資材センターで型枠の基本的な知識についての研修を受講します。その後現場配属し実践的な経験を積み技能を習得させてきました。

昨年4月からは、その育成方法を改善し定着率の向上を図ることにしました

昨年4月は新規採用目標を2名と考えていましたが、結果は1名
しか採用できませんでした。
しかしこの1名から新しい育成方法を試すことにしました。
入社後２ヶ月間、弊社　資材センターにて
①「社会人の心得」
②型枠工事における使用工具及び資機材の取扱い・安全作業
　　について
③「型枠大工工事マニュアル」のテキストを用いて
　・座学並びに基礎からの実習及び実際の作業に沿った実習の
　　教育訓練
　・稼働中の現場作業にも研修として従事し、型枠の概要と実務
　　を理解させることにしました。



社内研修の後に職業訓練施設の合宿研修に入校し
型枠工事の基礎と実習を学ぶ

同時に玉掛け・移動式クレーン・高所作業車の運転など
現場作業に必要な資格を数多く取得

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに
研修中は概要や実習を反復教育訓練しその後、習得した
知識や技能を更に向上させるため、職業教育訓練施設の
合宿研修を約１ヶ月間受講させることにしました。
また合宿研修中には現場作業に必要な資格（玉掛け・移動式クレーン・高所作業車の運転など）を数多く取得させました。

３ヶ月間の研修後、現場配属し社員職長又は経験豊富な
先輩社員技能者に付き実践的な技能を習得させましたが
研修での基本的な技能習得が大いに役に立ったと感じました。




人材育成計画書(キャリア形成支援)を作成し入社後、
職務に必要な技能を明確化

自社の人材育成に於ける基本計画を立てることで自社のビ
ジョンを社内共有することで従業員の継続的なモチベー
ションに繋がる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に
顧問社会労務士に協力頂き、自社の『人材育成に関する基本計画』を立てることにしました。
自社のキャリア形成というビジョンを社内共有することが、従業員の継続的なモチベーションに繋がるという考えのもと、
・職務レベルに必要な技能を明確化する。
・そして型枠技能検定の３級２級を経て国家資格である１級技能士を目指しフォローアップしていきます。

最終的には登録基幹技能者の資格を取得し　上級職長へと
キャリアステージを歩み担い手を育ててまいります。

尚、資格取得に関する費用は全額、会社負担としています。




担い手育成のため各種の活動に参加

戸田建設様リク
ルート委員長とし
て工業高校への出
前講座

ものつくり大学で
非常勤講師として
学生に指導

型枠１級技能士講
師として又は検定
補佐員として参加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また
近年の若者の入職者の減少と定着率の低下に将来の業界に大きな不安を覚え
担い手育成のための各種活動に参加しています。

戸田建設様、利友会のリクルート委員長として大宮工業高校への出前講座や

型枠１級技能検定補佐員

型枠工事業協会主催　型枠１級技能検定の講習会での講師を務め多くの技能者を育てて参りました。
弊社の社員技能工の８割、外注班全ての職長にも１級技能士を取得させています。

更に型枠工事業協会を通じ、ものつくり大学の非常勤講師を務めるなど建設業の人材育成に積極的に取り組んでおります。




 ホームページがスマートフォン対応になった事により
閲覧件数が増えた

 学生に分かりやすく作成したパンフレットにより進路指
導担当教諭とも説明しやすく学生に紹介してもらえる

前年度の採用0名から1名の採用に

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの結果

ホームページがスマートフォン対応になったため以前より
閲覧件数が増えました。

学生に分かりやすく作成したパンフレットにより進路指導担当教諭にも理解してもらえる内容になったため学生に紹介してもらいやすくなりました。

2018年度の採用はありませんでしたが2019年度は1名の新卒新規採用があり、パンフレット・ホームページを閲覧して入社を希望したとのことでした。

しかし、今年度も新規採用者は1名しかおらず年々入職者の確保が厳しくなってきていることを実感しています。




基本的な概要・技能を社内研修と専門の研修施設で
じっくり学ぶ事により効果的に習得

合宿研修中に技能講習・特別教育など現場で必要な
資格を効率良く取得

 現場での即戦力となり先輩技能者が円滑に指導できた

 従来より早いステップアップを図れて本人の意欲に繋
がり今年度の6ヶ月以内の離職者無し

 キャリア形成で職務に必要な技能を明確化したことで
自分が成長できているのか意識が高まる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
型枠の基本的な概要・技能を社内研修と専門の研修施設でじっくり時間を掛けて学ぶことにより効果的に習得させました。

現場配属された新卒新規採用者を預かる先輩技能者にとって合宿研修中に現場で必要な資格を効率よく取得し、実習を含めた知識を習得しているので現場での即戦力になったことで、指導が円滑に
行えたようでした。
また、6ヶ月以内に離職するケースが多かったのですが、従来よりも早いステップアップを図れるので本人の意欲に繋がり現在も現場
にて活躍しております。

どのような能力を身につけていくのかというキャリア形成で
職務レベルに必要な技能を明確化したことで1人1人の力が問わ
れるようになり「実力」重視の評価にしたことが自分が
成長できているのか意識が高まっていると言えると思います。



 魅力ある職業であることを発信

 働き方改革等、賃金などの処遇の改善に取り組み

 社内のコミュニケーション能力の向上

 キャリアパスを明確化し従業員のステップアップに
繋げる

 『女性も働ける環境づくり』に取り組むことも新卒
新規採用者・若年技能者の担い手確保に繋がり業界
の発展に重要

新卒者・若年技能者を継続的に雇用・育成していくには

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今後は益々、入職者の確保が厳しくなると思われます。
しかし、継続的に雇用・育成していくためには
・魅力ある職業であることを発信していく。
・働き方改革や賃金など、処遇の改善の取り組み
・社内のコミュニケーション能力の向上
　が必要であると思います。
また
技能工一人一人の能力評価による昇給・給与など『人材育成計画書』を用いてキャリアパスを明確化することで必要なスキルを身に付けステップアップに繋げていきたいと思います。
更に
これからは『女性も働ける環境つくり』に取り組むことが新卒新規採用者・若年技能者を入職・雇用の担い手確保の手掛りに繋がり業界の発展に重要ではないかと考えます。
そして
若者に『ものつくりの面白さ』を伝えていきたいと思います。

今後とも担い手育成・若手技能者の育成に努めて参りますので宜しくお願い致します。
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